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9．新しい前立腺特異抗原（PSA）測定用キットの検討

　　他キットとの測定値比較を中心に
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を省略できる．正常者において定量を行った結果は，

3．91士0．42m1／100　ml　brainと，他の方法による報告と

ほぼ同様であった．1回静注後に2回の連続した撮像を

行って求めた脳血液量はほぼ一致し，連続撮像によって

負荷試験に使用し得ることも示唆された．

　前立腺特異抗原（Prostate　Specific　Antigen：PSA）測

定用キットとして新しく開発されたボールエルザPSA

キットの日本人における有用性を検討するために，健常

者，前立腺肥大症，前立腺癌の計109例について測定を

行った．同時a：　EIKEN　PSA，　MARKIT－F　PA，　EIKEN

PAP，γ・SMの4種の前立腺癌腫瘍マーカー測定用キッ

トによる測定も行い比較検討した．健常者の測定の結果，

平均＋2SD値は2．57　ng／m1であった．また，肥大症お

よび癌のグループの測定値からcutoff値を段階的に設

定し検討した結果，10ng／ml前後に設定するのが妥当と

考えられた．2種類のPSA測定用キットとの比較では，

どちらも非常に高い相関性を示したが，測定値にはかな

りの違いが見られた．標準血清や希釈液の違いが大きな

原因と考えられた．また，ほぼ同一の物質であるといわ

れているγ一SMとの間には明らかな相関性は認められな

かった．
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11．99mTc－DTPA・HSAを用いた脳血液量の定量に関す

　　る研究
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　99mTc－DTPA－HSAの脳血液量定量における有用性を

検討した．本剤は静注後に高い血中保持率をもつことが

確認された．また，静注後の血中放射能はすべて血漿中

に存在すると見なすことが可能で，99mTc－RBCを用い

て定量する際に必要とされる，採血した血液の遠心分離

12．正常人における安静時局所脳血流と脳グルコース代

　　謝のuncouplingについて
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　健康成人における安静時の局所脳血流量（rCBF）と局

所脳グルコース代謝量が（rCMRglu）がcouplingして

いるか否かを調べる目的で，同一被検者のrCBFと

rCMRgluをおのおのH2150と18FDGを用いたポジト

ロンCT（PET）により測定した．安静状態は閉眼，耳栓

により視聴覚刺激をできるだけ遮断した状態とした．22

歳から48歳（平均27歳，男性4名，女性3名）の健康

正常者7例を対象とした．rCBF，　rCMRglu値は脳内27

か所に設定された204mm2の円形ROI値を用い，おの

おの全脳平均で基準化した後相対分布を比較した．その

結果，小脳および海馬においては相対的rCBFが相対的

rCMRglu値より全例で高く，一方，前頭前野，側頭連

合野，頭頂連合野では逆に相対的rCMRgluが相対的

rCBF値より高かった．このことは，脳内各領域ごとに

必要とするグルコース代謝と血流量の割合が異なること

を示しており，血流量が単に代謝量とcouplingして変

動するのではないことを示唆していると思われた．

13．1231・IMP　SPECTによる健忘症候群の検討
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　記憶障害のみを有し，その他の全般的知的機能障害を

認めない健忘症候群の4例に対し，1231－IMP　SPECTを

施行し，局所脳血流分布の異常を定性的に検討した．4

例中2例に両側側頭頭頂葉連合野を中心とした明らかな

血流低下が観察され，その特徴的な血流分布のパターン

から，これらはアルツハイマー型痴呆の病初期である可
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